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ユーチャリスの組織培養による繁殖  

長馴帽，滝川由香軋徳住彰啓1，佐藤義機2，祖一範夫2，  
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BYTISSUECULTURE  

AtsushiHASEGAWA，YukariTAKIGAWA，AkihiroToKUZUM11，  

Yoshiki SATo2 and Norio SoICHrZ 

PropagationofEucharisgYandif70（abytissuecultureandeffectoftemperatureanddaylengthon  

growing ofits young plantduringwinteroflow temperature wereinvestigatedin ordertogetits  

year－rOundproduction 

1，，Linsmaier＆Skoog（LS）culturemediumofpH5．．7－5．8waspreparedwithinorganicsubstances，  
BAlppm，NAAO．，1ppm，SuCrOSe45g，gellangum2g・Callusoradventitiousbudwasformedfrom  
SeVeIalkindsoftissuederivedfiomyoungflowerbudbyaboveculture  

2… Theseveralkindsoftissueculturedweresuchasflowerstalk，uPPerPartOfflowerstalk，bractlet，  

pedjce】andovaIyWiIhperjan軋Amongthem，pedicelgavethemostsupe1iorresult 

3．，FormationandgrOWthofadventitiousbudwereaffectedbyaliquidculturewiththeconcentrationof  

BAWithBAO．．1－5ppm andNAAO。1ppm，manyOfbigadventitiousbudswe【eformed  
4“Number－Ofshootsandrootswasaf■ftctedbyconcentrationofthetotaliTlOrganicsubstanceslTTlree  

COnCentra【fonsofl，1／2，andl／5wereexaminedいDecreasedconcentratjongavedecteasednumber  
Ofthem 

5．，Whenthefirstculturewasperformedbyaliquidmedium，COrPulenceofexplantwasmoreobvious  

thanbyasolidmediumFormationofcalluswasdepTeSSedbutmanyofsmalladventitiousbudswere  

fbrmedonpedfceZandthebaseofbractJet  

6… Acclimatizedyoungplantsbythecultur・eWeretranSplantedtoplasticpotsof9cmdiameterwith  
mixedsoilsofequalamount ofleafmold，Kanumasoilandvermiculite∴Theywer’egrOWninsix   

dif触entenVironmentsofphytotronroomsof15℃，20℃and25℃，aheatedroomofover17℃  
fbracclimationundertwoconditionsofnaturaIdaylengthand15hoursdaylength，andunheated  
glasshouseTheyweregrowninsuchenvironmentsfor5monthsfromNovember・tOAprjlofthenext  
yearEffects oftemperatureanddaylengthon growth ofyoungplantSduringcoldwinter were   

investigated．Intheroomof15℃andthe unheatedglasshouse，thegrowthwasinferior．Higherthe  
temperature，greaterthenumberofleavesandthesurfaceareaofleaveswere．ThereSultsobtainedin   

the r・00mfbr acclimation（at17℃）andtherIOOmOf20℃were almostthesameanda slight   
incr■eaSednumberofleaveswasfbundwiththelongerdaylengththanwiththenaturaldaylength  

KeyWords二Eucha，js gTandiflora，tissueculture，pedicel，grOWthtemperatureofseedlings  
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ある．コロンビアのアンデス山地を原産地とし（2，5），花は純白の花被，王冠に似た副花冠からな  

り，淡い芳香がある．本種は休眠することなく生長を続け，四季を問わず花を咲かせる習性をもつ．  

光沢のある常緑の葉の聞から，40～60cmの花茎を伸ばし，3～7輪の小花（8）を1～2日間隔で順  

次開花させる．小花は直径5～10cmあり花被片徽は6枚で，花柱は約9cmである．   

近年，ユーチャリスは結婚式用のブーケ，コサ－ジあるいはフラワ1－アレンジメントの素材とし  

て需要が高まっている（7）．本種は自然分球での増殖率が低く，株の養成に年月を要する．切り花栽  

培暦が100年をこすオランダでは，形成された側球を4年ごとに掘り上げて分球し，これを風乾し  

て，底熟を用意したベッドにりん茎を植えなおす，といった方法がとられてきた（4）．しかし，  

Bragt，，一いVanら（1）の開花特性に関する研究の結果，球根を温度処理することにより年4回の開花が  

可儲となったことから，切り花の周年生産の通が開け，高級切り花としての地位が確立するととも  

に，球根の需要が増大している．  

目  的  

ユ・－チャリスの組織培養には，りん茎組織を用いているが，この方法でほ球根全体を損なう欠点  

を持つ．本研究では，りん茎以外の若い花菅組織を外植体とし，苗生産の可能性について検討した．  

花菅組織を使用すれば，球根を損なうことなく，発菅段階においてウイルスなどの病気に雁病して  

いない健全株から花菅を厳選することにより，健全苗を生産する確率を高めることができる．さら  

に，人為的に花芽誘導させることにより年数臥培養する花菅を入手できる利点もある．培養繁殖  

に加え，苗の周年生産を呂的とした，冬季低温期における幼苗の生長に及ぼす温度と日長の影響に  

ついても検討した．  

材料および方法  

初代培養には，香川県農業試験場で栽培しているユ・－・チャリスの，まだ総筍が開かない段階の花  

芽を材料とした．花茎を約5cmの長さに切り，茎および給電の表面を70％エタノールで拭き，グ  

ルコン酸クロルヘキシジン（商品名ヒビテン）5％液の250倍液で7分間超音波殺菌し，これをク  

リ・－ンベン内に持ち込み，1％のアンチホルミン液で10分間殺菌し，滅菌水で3回洗浄した．総筍  

を切除したのち，小花梗（長いばあいは2分）および小竃を花茎上端から切り離し，花茎上端は3  

～5mmの長さに切ったのち縦に2または4分割し，それらを培養した．花茎組織を培養するばあ  

いは3～5mmの輪切りにし，また花被付き子房は，花被の基部を2～3mm付けて培養した．   

実験1．培地濃度，CWおよび培養部位が不定芽形成に及ぼす影響   

LinsmaierI＆Skoog（LS）培地および，その無機成分濃度を1／2とした1／2LS培地と，それ  

ら両培地にCW（ココナツトウオ1一夕1－）を10％添加する4培地を用意し，無機成分濃度とCW  

の影響を調べた岬なお，BAlppm，NAAO．1ppm，しょ糖45g，ゲランガム2g，pH5．7～5．8  

とした．培地を10ml分注した18×180mmの試験管に花茎組織，花茎上端，小花梗，小宅および花  

被付き子房を1培地につき計23～24本楯え付け，25℃，16時間照明（約1，∝01Ⅹ）の条件下で培  

養して培養部位の影響についても検討した．   

32日間培養の結果，CWを添加した培地で不定芽がやや多く形成され，無機成分濃度も1／2と  

すると不定芽形成が高まる傾向が認められた（表1）．しかし，不定芽形成は培地よりも培養部位  

の影響が大きく，′ト花梗の基部が肥大したのちに不定芽が形成されるばあいが多かった．花茎上端  

組織や小筍からも不定芽状の器官が形成されたが，詳細な観察から，それらの大部分は，未発達の   
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Tablel。Efftctofinor苫anicsubstanceconcentrationofmedium，COCOnutWaterandflowerpartontheadvelltitious  

bud formation 

MediumZ  F10WerPut  No. Explant No霊霊nCe NoIIAdventitiousbud  

0  

0  

0  

6  

1  

円oweIStalk  5  

UpperpartO用ower・Stalk  3  

BIaCtlet  5  

Pedice1  6  

0varywithperianth  4  

LS  

Flowerstalk  5  

Upperpartofflowerstalk  3  

1／2LS Bractlet  5  

Pedice1  7  

0varywithperianth  4  

0  

1  

4  

4  

2  

0  

3  

0  

10  

0  

円owersはIk  5  

Upperpartofflowerstalk  3  

Bractlet  5  

Pedice1  7  

0varywithperianth  4  

LC  

円owerstalk  5  

Upperpartofflowerstalk  3  

1／2LC BraCtlet  5  

Pedice1  7  

0varywithperlanめ  4  

0  

4  

3  

10  

8  

Resultsof32dayscultured”Cuturevesselニ18×180mmtesttubecontainedlOm10fmediumCultureCOndition二：25℃，  
16houIS血ylength  

Z：Linsmaier＆Skoogmedium（LS），halfstrengthofinorganicsubstancesofLS（1／2LS），andcontainedlO％of  
CW（coconutwater）additionaIly（LCandl／2LC）”   

極く小さな状態で存在した花菅が肥大発達したものである，と判断された．花被付き子房を培養し  

たばあい，子房基部の切り口周辺部にカルスが形成され，そこから不定芽が形成された 花茎組織で  

は，切口面にわずかにカルスが形成される例が観察されたが，不定芽はまったく形成されなかった．   

本実験の結果，ユーチャリスは花菅組織の培養により，比較的容易にカルスまたは不定芽が形成  

されること，また培養部位としては小花梗が優れて－いることが明らかとなった．  

実験2．培養部位が継代培養における増殖に及ぼす影響   

実験1の培養体から，不定芽が明瞭でないものと未形成のものを選び，LS培地の無機成分にBA  

Ippm，NAAO．1ppm，しょ糖45g，ゲランガム2g添加した培地を40ml分注した100mlエ・－レ  

ンマイヤ・－フラスコに移柏して継代培養した．   

38日間培養の結果，初代培養の培地の影響は明確でなかったが，花茎上端，′ト竜，′J、花梗，花被  

付き子虜から，外相体あたりそれぞれ1．0，1．4，2．0，1．6本の不定芽が形成された（表2）．こ  

の結果は，初代培着では未発達であったものが継代培養中に発達したものを含むが，不定芽の増殖  

の面からも，小花梗が他の培養部位に比べ優れていると考えられた．，  

実験3．液体培養における生長調節物質が不定芽形成に及ぼす影響   

実験1の培養体を0．5cm角に切り，LS培地からゲランガムを除き，BAとNAAを組み合わせた  

液体培地を40ml分注した100mlエーレンマイヤーフラスコに移植し，不定芽形成に及ぼす影響につ  

いて検討した．振とう数は150r・‖p．．m‖とした．   

39日間培養の結果，培養体に形成された不定芽の側芽が発達して多芽体となる傾向が認められた  

が，個々の芽が判別しにくく，また根はほとんど形成されなかった．、培養途中から，不定芽が   
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シュ．丁ト（容易に識別町能な大きさの菓を持つ）に発達し，伸長した菓が容器の内壁面に接触して  

固定され，培養体が振とうできなくなる例も観察された．BAが添加されていない培地では不定芽  

がほとんど形成されず，不定芽数およびその大きさは主としてBAに影響されることが確認された．  

－・方，NAAの影響は明確でなかった（表3）．結論的には，BAO．1～5ppm，NAAO．1ppmの液  

体培地が多くの，そして大きな不定芽を形成するものと考えられた．  

実験4．無機成分およぴNAA濃度がシュート数と根数に及ぼす影響   

無機成分濃度が異なるLS，1／2LS，1／5LSの3培地に，BAを0．1ppmとし，NAA濃度を  

変えて添加した培地を40ml分注した100mlエーレンマイヤ・－フラスコに実験1の培養体を移植し，  

無棟成分濃度とNAA濃度の影響を調べた．培養条件は実験1に準じた．   

55日間培養の結果，シュート数および根数は無機成分濃度に大きく影響を受けた．すなわち濃度  

が低下するにつれてそれらは減少した．NAA濃度の影響は明確でなかったが，1．Omgでは無機成  

分濃度にかかわりなく，根の形成と発達が抑制される傾向が認められた（表4）．この結果から，  

シュートおよび根の形成と発達には，LSの無機成分の規定濃度にBAO．1ppm，NAAO．01～0．1ppm  

を添加した培地が効果的であると判断された．  

実験5．初代培養における液体培地の影響   

以上までの実験は，初代培養を固定培地で行なったものの結果である．本実験では初代培養にお  

ける液体培地の影響について検討した．LSおよび1／2LS培地に10％cw，BAIppm，NAA  

O．1ppm，しょ糖45g，ゲランガム2gを加えた固定培地と，それらからゲランガムを除いた液体  

Table2，E触ctofflowerpartonthemultiplicationofcal1usandadventitiousbudinsubculture 

Callus  Adventitious bud 
Flower part No．Explant  No．Survived  

No．  SizeZ  No、  Sizeえ  

5  1…0  0  0  

1  1．．0  2  2．．0  

3  1－．0  7  1‖4  

0  0  10  1巾8  

0  0  8  1．2  

FloweI stalk 

Upperpartofflowerstalk  

BIaCtlet   

Pedicel  

Ovarywithper’ianth  

Resultsof38daysculturedいMedium：：LSwithlppmBA，0…1ppmNAA，45gsucrose，and2ggellangumCulture  

vessel：100mlflaskcontained40mlofmedium 

Culturecondition：25℃，16hrdaylength 

㌶：AverageoffburgradeevaluationfiomOto3 

Table3．Efftctofplantgrowthregulatoron血eadventitiousbudfbrmationinliquidmedium  

Growthregulator（ppm）  Adventitious bud 
No．Explant  No，Survived  

BA  NAA  No小  SizeZ  

0  0  

0  0．．1  

0い1  0．1  

1  0  

1  0．1  

5  0い1  

2  0．4  

1  0．．6  

7  1．．4  

9  1い6  

10  1．．8  

10  1．8  

Resultsof39dayscultured‖Basicmedium：LSmedium．  

Culturevessel：100minaskcontained40miofmdiumCulturecondition：：25℃，16hrdaylength，andshakedwith150r・．p。m  

Z‥：AverageoffourgradeevaluationfiOmOto3・   
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Table4．E晩ctofconcentrationofinorganicsubstanCeandNAAonthefbImationofshootandIOOt 

BA（宝器）No」・Exp加t Medium（ppm）  No． bn紳（m）z  No． kng血（cm）z  
6  1．6  

42  4ひ3  

39  3．．4  

23  2．2   

21  2．0  

31  4．．4  

24  3．5  

20  2．6  

0  10  

0．01  9  

0．．1  9  

1．0  8  

LS  O．1  

16  2．．5  

23  3小0  

34  3一．3  

14  2．2  

13  3．7  

12  3．0  

7  2．6  

16  3．9  

0  8  

0．．01  9  

0．1  8  

1．0  9  

1／2Ⅰ5  0．．1  

3  1．．8  

11  2．6  

0  0  

0  0  

2  2．3  

2  2．0  

1  2．0  

0  0  

0  8  

0．01  9  

0．1  9  

1．00  7  

1／5LS O．1  

Resultsof55daysculturedlCulturevessel‥100mlflaskcontained40miofmedium”Culturecondition：25℃，16hrday  
leng血  

Z：Averagevalueofmaximumlengthofeachexplant 

培地（LSL，1／2LSL）の4培地を用いた．液体培養は150r．p．m∴で撮とうした・外植体としては  

小花梗，小筍，花茎上端を用いた．   

30日間培養の結果，液体培地で外植体はかなり肥大した．特に小花梗は，植え付け時の長さが  

約1．5。mであったのが約3．5cmまで肥大伸長した．カルスはほとんど形成されず，固体培地に比べ，  

液体培地の小花梗および小葛の基部に多くの不定芽が形成された．このように不定芽形成には固定  

培地よりも液体培地が優れたが，外植体あたりの最大不定芽の平均値は，液体培地では0・5cmで  

あったのに対七固定培地では1．1cmと大きく，しっかりしていた．無機成分の濃度による影響はほ  

とんど認められなかった（表5）．カルスおよび不定芽の形成についての観察の結果，培地にかか  

わりなく小花梗が小宅，花茎上端に比べ明らかに優れていた．  

実験6．幼首の生長に及ぼす温度と日長の影響   

培養で得た幼箇を播種箱にバーミキ．ユライト単用で植えだし，17℃以上・50％遮光の温室で3  

か月間順化したのち，展開乗数が2葉の箇を腐葉土，鹿沼土，バ1－ミキエライトを等量混合した用  

土で3号ポリ鉢に鉢あげした．これらの苗を15℃，20℃および25℃のファイトトロン室と，17℃  

以上に加温した順化室（ここでは自然日長と長日の2区を設定），無加温ガラス婁の計6条件に移  

し，11月から翌年4月までの5か月間栽培して，冬季低温期における幼苗の生長に及ぼす温度と日  

長の影響について検討した．順化登内の長日区は，午前5時から9時までと，午後4時から8時ま  

で，ナショナル・ホモルクス（20W）と束輝・白熱灯（75W）で照明し，15時間日長とした・鉢  

Table5‖Efftctofmediumonthefbrmationofca11usandadventitiousbud  

CallusZ  No．Shoot  Corpulence  Medium  No．Explant  

1．．6  

1リ2  

3巾6  

4  

2．8  

3  

0  

0  

LS  ll  

l／2LS  ll  

LSL  20  

1／2LSL  14  

一
＋
 
＋
 
 

Resultsof30daysculturedCulturevessel：：TesttubecontainedlOmlofge11edmedium（LSandl／2LS）・andlOOml  

flaskcontained40mlofliquidmedium（LSlィandl／2LSL）．culturecondition：：25℃，16hrd？ylength，andshaked  

with150r・．pminliquidmedium”  

Z：：AveIageOffivegradeofcal1usfbrmationflOmOto4l・   
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あげ時に元肥としで大粒のマグアンプKを3～4粒与え，住友2号液肥の400倍液を月1回追肥し  

た．なお1区10鉢とした．   

実験期間中，日中の最低温度が1～2℃そして最高温度が12～25℃を経験した無加温区，およ  

び15℃区では幼苗はほとんど生長せずに萎凋状態となり，菓稼が褐変する低温障害と思われる症状  

が生じた．実験終了時には，無加温区では枯死のため苗数が半減した．また25℃区では乾燥のため  

葉枯れが目立った．実数は温度に大きく影響され，無加温区が最少（2．5）で，15℃（3．6），20  

℃（4．3），25℃（5．3）と高温になるほど乗数が増加した．順化喜の酋は自然日長（4．1），長  

日（4．3）ともに20℃区とほぼ同程度であった（図1）．終了時における全案の面積（開始時に  

対する終了時の増加率で表示）についてみると，25℃（646．8），20℃（540．5），順化婁の両区  

（354．4と336．7）間に有意差は認められず，15℃区（124．0）と無加温区（35．4）間にも有意差  

は認められなかったが，それらの2群間には有意な差が認められた（図2）．  
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この結果より，ユ一チャリスの幼苗は，15℃以下では生長は困難であり，順調に生長するために  

は17℃以上の温度が必要であると思われた．高温での日長の影響については検討しなかった．しか  

し，時には15℃近くまで下がった順化室において，長日区の－・部の下葉が枯れたため葉面積は減少  

したや宮，乗数はわずかながら増加し 

考  察   

外植体として，植物の痩々め器官や組織が使用されているが（6），本研究結果から，ウケザキクン  

シラン（草）と同様に，ユ・－チャリスにおいて－も花菅組織の有効性が確認された．特に小花梗は最も適  

しており，容易に不定芽やカルスを形成することが明らかとなった．1度に1花茎から5～6本の  

小花梗が本手でき，殺菌，植え付け操作など簡単にできる長所もある．固体培地に比べ液体培養が  

不定芽形成に効果的であることが確認された．しかし，外植体に多くの不定芽が形成されると，そ  

れらの間で競合がおこり，容静内で生長しうるシュ－・ト数が限られる．さらに長期間培養しつづけ  

ると，シコ∴－トが絡み・合い分離しにくくなり，長い葉柄や菓身が祈れやすくなる．このようになる  

以前に固体培地に移植し，増殖あるいは発根させて一鉢あげ段階に移す必要がある．本研究では発根  

条件については十分検討できなかったが，ユーチャリスの培養苗は，葉が2～3枚展開し，1～2  

本発根すれば鉢あげ町能となる．鉢あげ後の苗の順化が問題となるが，本種は高温，半日陰，高湿  

度条件を保ち栽培することで，比較的容易に順化できる．苗を周年生産するばあい，冬季低温期に  

おける幼宙の栽培温度が問題となるが，実験の結果，幼箇の生長は温度に大きく影響を受けた．す  

なわち，15℃以下と17～20℃以上とでは生長に大きな差をもたらした．15℃では乗数は若干増加  

したが葉面積はほとんど増加しなかったことから，幼苗期の生長の下方の限界温度は15℃前後にあ  

ると推察される．高温ほど生長が促進されることから，冬季の栽培温度は20℃以上とし長日条件に  

することで，苗の養成期間が短縮でき，周年生産を計画的に行なうことが可能であると考えられる．  

摘  要  

ユ・－チャリスの組織培養による繁殖と，常の周年生産を目的とした冬季低温期におけ  
る幼蔑の生長に及ぼす温度と日長の影響について検討した．  

1。Linsmaier＆Skoog（LS）培地の無機成分，BAlppm，NAAO。1ppm，しょ糖45g，  
ゲランガム2g，pH5．7、5い8とした培地に若い花芽の組織を培養することで，カルス  

あるいは不定芽が形成された 

2．花茎組織，花茎上端，小竜，小花梗および花被付き子房を培養したが，培養部位と  

しては小花梗が最も優れていた 

3…液体培養における不定芽の形成と生長はBA濃度に影響を受け，BAO…1、5ppm，  
NAAO．．1ppmで多くの大きな不定芽が形成された。  
4、．シ、ユート数および根数は無機成分濃度に影響され，濃度が1，1／2，1／5と低下  

するのにともない，そ・れらは低下した 
5．初代培養を液体培養ですると，固体培地に比べ外樽体の肥大が顕著となり，カルス  

形成は抑制されたが，小花梗や小竜の基部に多くの小さな不定芽が形成された 
6… 順化した培養苗を腐葉土，睦沼土，バーミキュライトが等量の混合土で3号（直径  
9cm）ポリ鉢に鉢あげし，15℃，20℃および25℃のファイトトロン喜と，17℃以上に  
加温した順化喜（自然日長と15時間日長の2区），無加温ガラス室の計6条件に移し，  
11月から翌年4月までの5か月間栽培して，冬季低温期における幼苗の生長に及ぼす温  
琶と日長の影響について検討したい無加温ガラス室（Min1～2℃，Max．．12～25℃）  
とユ5℃で生長が劣り，高温ほど乗数，葉面標ともに増加した－．順化室（17℃）は20℃  

とほぼ同じであり，長日で乗数がわずかに増加した 
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